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柏崎刈羽原子力発電所の安全を確保する上で設計上考慮すべき外部事象の組み合わせ（重畳）の検討を実

施した。組み合わせを考慮する事象数や規模について整理し、事象が単独で発生した場合の影響と比較し

て複数の事象が重畳することで影響が増長される組み合わせの影響について検討した。 
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1. 緒言 

平成 23 年 3 月 11 日の東京電力福島第一原子力発電所事故では、津波への防護対策が十分でなく複数の

安全設備が同時に機能を喪失した。この反省に立ち、東京電力柏崎刈羽原子力発電所では、外部事象（自

然現象及び人為事象）への防護対策を強化してきた。対策の検討にあたっては単独の外部事象のみならず、

複数の外部事象の組み合わせによるプラントへの影響を網羅的に考慮する必要があるとともに、組み合わ

せが多岐にわたることから合理的に影響を評価する必要がある。本発表では、外部事象の組み合わせによ

る、東京電力柏崎刈羽原子力発電所のプラントへの影響の評価について報告する。 

2. 重畳事象の選定および影響評価について 

まず初めに、発電所敷地及びその周辺での発生実績の有無に関わらず広く文献を調査することにより、

検討対象とする外部事象を 85 事象同定した。これらの外部事象のうちプラントに影響を与えるほど接近し

た場所では発生しない事象等は評価対象から除外し、残りの 32事象を組み合わせを考慮する外部事象とし

て選定した。 

次に、選定した外部事象をさらにプラントへの影響モード（例：津波であれば、浸水の影響、波力及び

襲来物の荷重の影響など）まで細分化し、それら全ての組み合わせを影響評価の対象とした。組み合わせ

を考慮する事象の数は事象の発生頻度の観点から、原則として 2 つまでとした。ただし、降水のように発

生頻度が高い事象については、2事象の組み合わせの全てにさらにその事象の影響を加味することとした。

また、積雪と低温のように相関性のある事象については同時に発生しているものとして影響を検討した。

組み合わせを考慮した場合に単独の事象よりも影響が増長しないもの、発生する確率が低い組み合わせに

ついては評価不要とした。自然現象同士の組み合わせについては、主事象に対しては設計基準で想定して

いる規模を、副事象に対しては年超過発生確率 10-2 の規模を想定した。一方、自然現象と人為事象の組み

合わせについては、組み合わせの発生頻度や影響が継続する時間等の観点から影響を評価した。人為事象

同士の組み合わせについては、単独の事象よりも影響が増長しないと判断した。 

以上により、事象が単独で発生した場合に比べプラントへの影響が増長する外部事象の組み合わせを 27

パターン特定した。これらの組み合わせについて、プラントへの影響を詳細に評価し、原子炉停止、炉心

冷却、使用済み燃料プール冷却に必要な機能に対して影響がないことを確認した。 

3. 結論 

自然現象の重畳の影響を網羅的かつ合理的に検討・評価し、原子炉停止、炉心冷却、使用済み燃料プー

ル冷却に必要な機能に対して影響のないことを確認した。 
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